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0.は じめ に

 日本語において否定の応答 を行 う際に、「違 う」「そんなことはない」「そうじゃない」などの表現

が用い られることがある。 これらは、「いや」「ううん」「いいえ」な どの応答詞に続けて用いられる

こともあるし、単独で用いられることもある。

 （1） 「何さらすんや、ねえちゃん。あぶないやんけ。何やお前ふ うちゃんじゃうが」「違います。

   私は一寸エンジンを止めて貰お うと思っただけで」（黒い）

 （2） 「あのチャッカー船でしょうか」 と僕は、川下に見 える船を指差 した。

   「いや、違います。あれは水船になっています。草津の船は二噸半の和船です。求心丸とい

   う船名です。 しかし、いっぱい食わされたかな」と云って、能島さんはて くて く歩きだ した。

   （黒い）

 （3）「みんな言いわけさ。それからみた ら、君、ほんとに男 らしくて強いと、オレは思うね」「そ

   んなことはないです」（太郎）

 （4） 「あなたは、植物 に詳 しいのね」 シスターは言った。

   「いいえ、そんな ことはないんです。友達のうちにあって、そこの家へ遊びに行 く度に、葉

   を摘んでは、母の ところへ持って行 ってた もので、 この木だ け知 ってるんです」（太郎）

 （5）さとみ 「私たちって似てるかも」／永尾 「じゃ、似てる同士付き合おっか ？」／さとみ 「え」／

   永尾「あいいや、そうじゃな くて、じゃな くて、そうじゃないこともな くて」／さとみ「―― 」／

   永尾 「――俺 と付 き合って くれないかな ？」（東京）

 本稿では、森山（1993）に従いこれ らを否定の応答付加表現 と呼び、このうち特に 「違う」につい

て考察を行 う。否定の応答付加表現の使用条件はそれぞれ異な り、互いに置 き換 えられない場合が

多い。

 （1）'「何 さらすんや、ねえちゃん。あぶないやんけ。何やお前ふ うちゃんじゃうが」

   「｛＊そんなことはありません／ ＊そうじゃあ りません｝。私 は一寸エンジンを止めて貰おう

   と思っただけで」

 （3）'「みんな言いわけさ。それからみた ら、君、ほんとに男 らしくて強い と、オレは思 うね」「｛＊

   違います／ ＊そうじゃありません｝」

 （5）'さとみ 「私たちって似てるかも」／永尾 「じゃ、似てる同士付き合おっか ？」／ さとみ 「え」／

   永尾 「あいいや、｛＊違 って／ ＊そんな ことはな くて｝、じゃな くて、そうじゃないこともな

   くて」／さとみ 「――」／永尾 「――俺 と付き合 って くれないかな ？」

 「違 う」「そんなことはない」の違いについては、従来、先行文の述語の品詞の違いである、すな

わち、先行す る文が名詞述語文 となる場合には 「違 う」が用いられるのに対 し、先行する文が形容

詞述語文 となる場合には 「そんなことはない」が用いられる、 とい うことが指摘されてきた。



 これに対 し森山（1993）は、名詞述語文に対 しては 「違 う」、形容詞述語文に対 しては 「そんな こと

はない」が用いられ る場合が多いことを認めた上で、「違 う」と 「そんなことはない」の違いは、品

詞の違いよりはむしろ、［A＝ （B以外のもの）］とい う項の不一致関係 を表すか、属性認定などの判

断に対す る不同意を表すかの違いと見るべきである、 と述べている。例えば、次の（6）で 「違 う」は、

「この本」が 「君の本」であるという、主語 と述語 の二項の不一致 を表すのに対 し、（7）で 「そんな

ことはない」 は、「この箱 ＝重い」 という相手の判断に対する不同意を表す。

 （6）a「この本 は君の本ですか。」

  b「 いや、違います。」（（6）（7）森山1993より）

 （7）a「この箱 は重いよ。」

  b「 いや、そんなことはないよ。」

一般に名詞述語文は
、主語名詞が述語名詞に一致するという関係にあるため項同士の一致 ・該当関

係 を表 し、否定の応答 として 「違 う」が用いられる。 また形容詞述語文 は、ある属性 が認定可能で

あるという判断を表 し、否定の応答 として 「そんなことはない」が用いられ る。ただ し品詞 との相

関 は絶対的なものではな く、先行す る文が名詞述語文であって も 「違 う」が用い られなかった り、

また 「そんなことはない」が用いられたりすることがある。例 えば、「彼女 は美人だ」は名詞述語文

であ りなが ら、「違 う」 という応答を用いることができない。

 （8）a「彼女は美人だ。」

  b「 ＊いや、違 う。」 （森山1993より）

（8）のような例について森山（1993）は、「「彼女 は美人だ」といった場合 は、「彼女は美 しい」に連続す

るものとして、属性判断 としての解釈ができる」 と述べている。

 しか し、先行文が属性叙述的な解釈が可能でありなが ら、次例のように否定の応答 として「違 う」

が用い られる場合 もあ り、先行文が属性叙述 を行 うか どうかで 「違 う」の可否を説明することはで

きない と考 えられる。

 （9）a「その話 は本当ですか。」

  b「 いえ、違います。」

 （10）a「その雑誌 は無料ですか。」

  b「 いえ、違います。」

 また、以下のように先行文が典型的な形容詞述語文であっても、「違 う」が用いられる場合 もあ り、

「違 う」の使用条件 は先行文の述語の性質によってのみ決まるものではない。

 （11） 「本当に泳 ぎうまいね」太郎 は追 いついて杉山美幸 に言 った。「違 うの、水 に馴れてるだけ。

   山本 さんもうまいのね」（太郎）

 （12）a「群馬のそばは有名 だ。」

  b「 違 うよ。 うどんが有名 なんだよ。」

 （13）永尾 「だか ら謝 るよ、関口があんななってるの放 っとけなかったんだ」／ リカ 「みなさんお聞

   きにな りました で しょうか ？放っとけなかった ？その間放っとか れた リカ リ ンの立場

   は！？」／永尾 「好 きだって」／ リカ 「あ一っ と、永尾完治二十四才、ついに白状 しました、 さ

   とみちゃんが好 きだ」／永尾「違 う、リカのこと言ってんの、関口はただの友達で  」（東京）

 以上のことから、「違 う」の使用条件にっいては更 に検討す る必要があると思われ る。本稿では、

「違 う」は不一致関係 を表す ものである、 という森山（1993）の主張を認めた上で （ただ し必ず しも

項同士の不一致関係を表す とは限らない）、具体的に 「違 う」がどのような場合 に不一致関係 を表せ

るのかを考察し、「違 う」の使用条件 を明らかにすることを目的 とする。なお本稿では、否定の応答

付加表現に先行する文 としては、形容詞述語文、名詞述語文のみを考察対象 とし、動詞述語文、の



だ文については考察外 とする。

1.考 察

1.1 程度の否定について

 既に述べたように、「違 う」は一般 に、（14）ののように名詞述語文に対する否定の応答 として用い られ、

先行文が 「AはBだ 」 というとき ［A＝ （B以外のもの）］ という主語 と述語の二項の不一致関係 を

表す。 しかし、（15）のように先行文が名詞述語文であるにも関わらず、「違 う」が許容 されない場合が

ある。

 （14）a「彼女 は学生だ。」

  b 「いや、 違 う。」

 （15）＝（8）a「彼女は美人だ。」

    b 「＊いや、違 う。」

森山（1993）が述べるように、「彼女 は美人だ」といった場合 は、確かに属性判断 としての解釈が可能

である。 しかし、先行文の述語が属性叙述的な解釈ができる名詞であれば全て、「違う」が許容され

ないというわけではな く、先に述べた ように 「本当」のような名詞 は 「美人」などと同様、属性叙

述的な解釈ができるが、否定の応答 として 「違 う」を用いることは可能である。

 （16）＝（9）a「その話 は本当ですか。」

    b「 いえ、違います。」

従って、「違 う」が用いられるかどうかは、先行文が属性叙述 を行 うかどうかに関わりな く決 まると

いえる。では、 どのような場合に 「違 う」が用いられるのか。

 否定の応答 として 「違 う」が許容されない先行文の述語名詞 としては、「美人」の他に 「物知 り、

照れ屋、勉強家、好青年、長生き、薄味、 ご馳走、重荷」などが挙 げられる。

 一方、属性叙述的な解釈が可能であ りながら、「違 う」が用いられ る先行文の述語名詞 としては、

「本当」の他に「嘘、無料、有料、病気、新品、裸、空、無罪、無一文」な どが挙 げられる。「美人」

などの名詞 と、「無料」などの名詞は、共 に属性叙述的な用法を持つ という点では共通 しているもの

の、両者 を比較 してみると、「美人」などの名詞 はすべて、程度副詞による修飾が可能であり、これ

らは程度性 を持つ名詞であることがわかる。

 （17）非常に ｛物知 り／照れ屋／勉強家／好青年／長生 き／薄味／ご馳走／重荷｝だ。

   ＊非常に ｛本当／嘘／無料／有料／病気／新品／裸／空／無罪／無一文 ｝だ。

 先行文の述語が程度性 を持つ語の場合それを否定す ると、通常、程度を否定することになる。例

えば、

 （18）女は強い。

を否定すると、「女は強 くない」こと、すなわち 「弱い―強い」とい う連続的なスケールを持っ 「強

さ」という尺度 において、その程度が高 くない範囲であることを表す。 しかし 「違う」は、二者択

一的に一致 ・不一致を問題にする表現であるため
、連続的なスケールを持つ程度の否定には用いる

ことができない。

 ただし、以下のような場合には程度を否定 しているのではないため、「違 う」が可能になる。

 （19）a「女は強いね。」

  b「 違 うよ。強いんじゃな くて、強が りなだけだよ。」

（19）でbの 話者 は、「強い」か 「弱い」か という 「強さ」を問題にしているのではなく、「強が り」 と

いう全 く異なる尺度により 「女」の性質を述べてお り、いわばメタ言語的に 「強い」というより 「強



が りだ」と言う方が適切であることを表 しているといえる。従 って、次のように、「強い」という程

度 を否定する場合には、やはり 「違 う」は用いられない。

 （20）a「女は強いね。」

  b＊ 「違 うよ。強いん じゃな くて、弱いんだ よ。」

次の（21）（22）も（19）と同様 に、先行文の述語が程度性を持つ語であるが、程度 を否定するのではないため、

 「違う」が用いられる例である。

 （21）a「彼 はお金持ちだね。」

  b「 違 うよ。お金持ちじゃな くて、見栄っ張 りなんだよ。」

 （22）＝（10）「本当に泳 ぎうまいね」太郎は追いついて杉山美幸に言った。「違 うの、水 に馴れてるだけ。

    山本 さんもうまいのね」

 以上のように、「違 う」は二者択一的に一致 ・不一致 を問題にする表現であるため、先行文の述語

が連続的なスケールを想定できる程度性を持つ語である場合には、通常用い られない。ただし、程

度 を否定するのではな く、異なる尺度で測 られる属性であることを述べる場合には可能 になると言

える。

1.2 先行文の述語以外の名詞を否定する場合

 また、以下のような例 においても、先行文の述語が程度性 を持つ語であるにもかかわ らず「違 う」

が用いられる。

 （23）a「シマ リスは値段が高い。」

  b「 違 うよ。エゾリスが高いんだ よ。」

 （24）（何人かで合唱 しているのを見て）a「田中君は歌が うまいね。」

  b「 いや、違 うよ。山田君が うまいんだよ。」

 （25）＝（26）a「群馬のそばは有名だ。」

    b「 いや、違うよ。 うどんが有名なんだよ。」

「違 う」は通常 ［A＝ （B以外の もの）］とい う項の不一致関係 を表すが、上の（23）～（25）では逆に、［B＝

（A以外の もの）］という関係を表 している。例 えば、（23）で「違 う」は、「値段が高い」のは 「シマ リ

ス」ではな く、「シマ リス」以外のものであることを述べ、 また（24）では 「歌が うまい」のは 「田中

君」以外であることを述べている。 このように、先行文に含まれる述語以外の名詞 を否定す る場合 も

不
一致関係 を表すということにかわ りはないため

、「違う」 は可能 になる。

 ただし、先行文 に含 まれ る述語以外の名詞を否定する場合 に、常 に 「違 う」が許容 され るという

わけではない。

 （26）a「シマ リスってかわいいね。」

  b「 ？？違うよ。エ ゾリスがかわいいんだよ。」

 （27）a「田中君って素敵だね。」

  b「 ？？違 うよ。山田君が素敵なんだよ。」

 （28）a「そばっておいしいね。」

  b「 ？？いや、違 うよ。 うどんの方がおいしいよ。」

（26）～（28）で 「違 う」 は、 ［A＝ （B以外の もの）］ という関係はもちろん、［B＝ （A以外のもの）］ と

いう関係 を表すこともできない。例 えば（26）bで［B＝ （A以外の もの）］という関係 を表すとすると、

［「かわいい」のは 「シマ リス」以外である］とい うこと、つまり 「シマ リス」が 「かわいい」とい

うのは誤 りで、「かわいい」のは他の ものである、 ということを述べることになる。 しか し、「シマ

リス」が 「かわいい」 というのは個人的な評価 に過 ぎず、 このような評価 について聞き手が正誤判



断を下す ということは通常で きない。 このため（26）～（28）では「違う」は用いられない。

 以上のように、先行文の述語が程度性 を持つ語であっても、述語以外の名詞を否定する場合には

否定の応答 として 「違 う」が用いられる。ただし、聞 き手の個人的な評価 を否定する場合には、や

は り 「違う」は用い られないといえる。

1.3 聞き手の認識 をすべて否定する場合

 更に、以下のような場合 にも、先行文が程度性 を持つ語であっても 「違う」が用いられる。

 （29） ［正木家・居間 （夕方）］時計の針が五時三十分を指 している。／美紀、受話器を置 く。／不安

  そうな君子 と、気が気ではない一也。／君子 「のり子ちゃんとこで遊んでるって ！？」／美紀 「（首

  を横 に振 り）…今日ね、学校休んだんだって…」／君子 「なら、 どうしてここへ、確認の連絡が

  怠慢だよ、学校 は ！」／美紀「違 うの ！連絡先がカズ兄 ィの家 と会社にしてあって…… どちらに

  も居なかったからって……」（宇宙）

ここで 「違う」 によって問題にされているのは、単純 に ［A＝B］ か ［A≠B］ か という、先行文

における項の一致 ・不一致の関係ではない。（29）で 「違 う」 は、相手が誤解 に基づいて認識 している

事柄すべてを否定 しているといえる。 このように項同士の不一致関係を表すのではない場合 にも、

「相手の認識」 と 「事実」が一致 しないことを表す と考えられるため、「違 う」が用いられる。

 以下の（30）～（32）も同様 に、先行する聞き手の認識すべてを否定 し、誤解を解 くために「違う」が用

いられている例である。

 （30）鴨井 「い、いや。わしはそないな意味で言うてるんやないんや。カンバ ックなんて、無茶苦

  茶すぎる言 うてんのや。英志、それが どないな ことか分ってんのか ！もう一度わざわざ、地雷

  の中に足踏み入れるようなもんや」／英志「例 えが古いですなあ…地雷なんか避 けりゃしまいで

  すやん」／鴨井 「下向 きながら、ボクシングは出来ん」／貴子 「違 うんや、お父ちゃん。 こいつ

  なんかな、吹っ飛ばされたらええや ！私 は、こいつの無神経さが気に入 らん言 うてるの ！」（ど

  ついたる）

 （31）永井「だか ら、 ソノコ君につきまとうな…」／カオル「わかった ！」／永井「あ、わかった ？」／

  カオル 「違 う ！俺がわかったのは、お前 らがつき合ってる事だ」（バタアシ）

 （32）岩風 呂 ・大浴場／英樹入る。モウモウと湯気に霞んだ湯舟の淵に、裸で座っている信 と、湯

  の中に漬かっている名美が見えて来る。英樹に気付 く二人。ザバ ッと音がして、湯気に霞んだ

  名美の白い裸が、岩陰に隠れる。突っ立つ英樹、 茫然 として見上げる信。英樹「平野 ！貴様 ！

  何 してた ？うちの奴 と何 してた！！」／見上げるだけの信。名美の隠れたあた りにザバザバ と進む

  英樹。それを追 う、信。／信「違 うんだ、社長 ！奥さんが入ってるとは知 らずに、俺が ！」（死ん

  でも）

 以上のように、先行文のタイプに関わ らず相手の誤解に基づ く認識すべてを否定する場合には、

「相手の認識」 と 「事実」 との不一致関係を表すため 「違 う」が用いられ るといえる。

                   2.お わ りに

 以上、否定応答 としての 「違 う」の使用条件について考察 した。「違 う」は二者択一的に一致・不
一致を問題 にする表現であるため

、連続的なスケールを持つ程度の否定 には用いられない。しかし、

先行文の述語が程度性 を持つ語であっても、程度 を否定するのではな く、異なる尺度で測られる属

性であることを表 した り、先行文の述語以外の名詞を否定 した り （聞き手の個人的な評価を否定す

る場合を除 く）、また聞 き手の認識 をすべて否定 した りす る場合には 「違う」が可能になる。 このよ



う に否 定 応 答 と して の 「違 う」の 可 否 は 、 先 行 す る文 の タ イ プ （名 詞 述 語 文 で あ る か ど うか や 、 属 性

叙 述 文 で あ るか ど う か な ど） に よ っ て で は な く、 不 一 致 関 係 を表 す か ど うか に よ っ て 決 ま る とい え

る。

 注

  1:Martin（1975） 参 照。

  2:た だ し、 「違 う」 と 「そ んな こ とはない」 の使 用 は相 補 的 な もの で は な く、 「違 う」 も 「そ んな こと

   は ない」 も共 に可能 な場合 もあ る。 「そんな こ とは ない」 は程 度性 （後 述 ）に関 係 な く、相 手 が示 し

   た事柄 に対 して不 同意 とい う主観 的判 断 を表 す。 従 っ て、通 常 は属性 判 断 を表 す文 に対 して用 い ら

   れ るが、以 下 の よ うな名詞 文 で あ って も、主 観 的 な判 断 を加 える余地 が あ る場 合 に は 「そん な こ と

   はな い」 が用 い られ る。

    a（ ボ ロ ボロ に引 き裂 か れて 原形 を とどめ てい ない本 につい て） 「この本 は君 の本 で す か。」

    b「 い え、 そ ん な こ とはな い と思 い ます。」

 3:森 山 自身、 「病 気」の よ うな名 詞 は、否 定 の応 答 として 「違 う」を用 い る こ とは可能 で あ る こ とを指

   摘 してい る。

 4:属 性 叙述 を行 う場 合 に限 る。

 5:た だ し、先行 文 の述 語 が程 度性 を持 つ語 で あって も、 マ イナ ス評 価 の意味 を持 つ属性 を否 定 す る場

   合 に は、 強 い否 定 として 「違 う」 が いいや す くな るよ うであ る （森 山 （1993）で は 「違 う」 は否 定 の

   強 さ に も関 わ る こ とが指 摘 され て い る）。

    a「 彼 は怠 け者 だ。」

    b「 い や、 違 う。」

 6:た だ し、 「A以 外 の もの」 とは何 で あ るのかが 具体 的 に な けれ ば 「違 う」 は用 い られ ない。
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用 例 出典

（太郎 ） 曽野 綾子 『太郎 物語 』／ （黒 い） 井伏 鱒二 『黒 い雨 』／ （宇宙 ） 『宇 宙 の法 則』 旭 井寧 ・井筒 和幸 ／

（東京 ）坂本 祐 二脚 本 『TV版 シナ リオ集 東京 ラブ ス トー リー』／（死 んで も）石 井 隆 『死 んで もいい』／（ど

つ い た る）阪本 順 治 『どっ いた るね ん』／ （バ タ ア シ）松 岡錠 司 『バ タ ア シ金 魚』


